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第１ 計画改定の考え方 

１ 緑の基本計画とは 

２ 計画改定の趣旨 

３ 位置づけ 

４ 目標年次 

５ 計画の対象とする「緑と水」 

６ 計画対象区域 
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第１ 計画改定の考え方 
 
 

１ 緑の基本計画とは 
「緑の基本計画」は、都市緑地法第４条に基づき、市町村（特別区を含む）がその区域内

における緑地の適正な保全や緑化の推進に関する施策を総合的かつ計画的に実施するため

の緑とオープンスペースに関する総合的計画です。 

 

 

 

 

出典：都市緑地法運用指針（平成 16年策定、平成 29年改定） 

 

２ 計画改定の趣旨 
東大和市では、平成 11 年 10 月に「東大和市緑の基本計画-緑と水の都市-（以下「第一

次計画」という。）」を策定し、狭山丘陵をはじめとする樹林地や農地の緑を保全するととも

に、将来にわたって緑の創出を推進することにより、緑豊かで快適な都市環境の創造に努め

てきました。 

その後、約 20 年が経過し、東大和市の緑と水の現況や上位計画・関連計画の改定、緑と

水を取り巻く法制度や社会環境の変化を受け、平成 31（2019）年３月に「第二次東大和

市緑の基本計画－緑と水の都市－（以下「本計画」という。）」として改定するものです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜改定のポイント＞ 

① 第一次計画の計画期間満了に伴う改定です。 

②上位計画にあたる「東大和市総合計画（基本構想及び基本計画）」及び「東大和市都

市マスタープラン」の改定、その他関連計画の策定・改定を踏まえた改定です。 

③策定から約 20 年が経過し、東大和市の緑と水を取り巻く法制度や社会環境、市民ニ

ーズ等の変化に対応した改定です。 

④上記の点に加えて、第一次計画の施策進捗状況を踏まえて、基本方針の見直し、新た

な目標の設定や具体的施策の見直しを行う改定です。 

第１ 計画改定の考え方 

<緑の基本計画が対象としている緑地> 

都市において「樹林地、草地、水辺地、岩石地若しくはその状況がこれらに類する土地

（農地であるものを含む。）が単独で、若しくは一体となって、又はこれらと隣接してい

る土地がこれらと一体となって良好な自然環境を形成しているもの」 
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東
京
都 

東
大
和
市 

東大和市都市マスタープラン 

みどりの新戦略ガイドライン  

東京農業振興プラン 

緑確保の総合的な方針 

 

東大和市環境基本計画 

東大和市地域防災計画 

東大和市農業振興計画 

都市計画区域の整備、 

開発及び保全の方針 

第
一
次
計
画
以
降
の
緑
と
水
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化 

反 

映 

東大和市まち・ひと・しごと創生総合戦略 

東大和市総合計画 第二次基本構想（第四次基本計画） 

東大和市特色ある 

公園整備基本方針 

東大和市緑の基本計画 

東大和市公園施設長寿命化計画 

第１ 計画改定の考え方 

３ 位置づけ 
本計画は、「東大和市総合計画」に即し、また「東大和市都市マスタープラン」に適合さ

せ、東京都の各上位計画や東大和市の各種関連計画と調和した内容とします。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

４ 目標年次 
本計画の期間は、「東大和市都市マスタープラン」及び関連計画として本計画が調和を図

るべき「東大和市環境基本計画」の計画期間（10 年間）と整合を図り、平成 31（2019）

年度から平成 40（2028）年度までの 10 年間とし、平成 40（2028）年度を目標年次と

します。ただし、社会情勢の変化等に適切に対応するため、必要に応じて計画の見直しを行

うものとします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画名称 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39 H40 H41 

東大和市 
緑の基本計画 

 
            

上
位
・関
連
計
画 

東大和市総合
計画 

基本構想 

 
            

基本計画              

東大和市都市 
マスタープラン 

 
            

東大和市 
環境基本計画 

 
            

第四次基本計画 次期（平成 34（2022）年度～） 

第二次基本構想 次期（平成 34（2022）年度～） 

  次期 

計画期間（平成27（2015）～平成36（2024）年度） 

【10 年間】 
次期（平成 37（2025）年度～） 

第二次計画期間 

（平成 29（2017）～平成 38（2026）年度）【10 年間】 

次期（平成 39

（2027）年度～） 
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第１ 計画改定の考え方 

５ 計画の対象とする「緑と水」 
本計画では、樹林地、草地、水辺（河川、用水路、湧水等）や農地、公園等の他、街路樹

や住宅地の緑（庭、生垣等）、駅前の緑等を含んだものを総称して「緑と水」と呼びます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 計画対象区域 

本計画の対象区域は、東大和市の都市計画区域全 1,354ha とします。 

 

農地 

住宅地の緑 街路樹 

水辺 草地 樹林地 

公園 駅前の緑 
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第２ 緑と水の役割 

１ 緑と水の役割 
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都市環境を保全する機能 

 

レクリエーションの場となる機能 

 

防災に資する機能 

 

都市景観を形成する機能 

 

第２ 緑と水の役割 

 

 

１ 緑と水の役割 
緑と水は、市民の生活環境を様々な面で支え、市民生活にとって、なくてはならない重要

な役割を担っています。都市における樹林地、水辺、農地、公園等は、都市環境の保全、ス

ポーツ・レクリエーション、防災、都市景観の形成など様々な機能を有しており、本計画で

は、以下の４つの視点で緑と水の役割をとらえます。 

 

（１）  

狭山丘陵のようにまとまった緑や河川等の水辺は、小動物や野鳥等の生息・繁殖の場

となり、自然の生態系を維持するうえで重要な役割を担っています。また、樹林地や農

地等は、雨水の地下浸透や保水機能を有し、地球温暖化の防止やヒートアイランド化の

緩和といった環境保全のほか、防音・防塵・防風等、多くの活用すべき機能があります。 

 

（２）  

市民が健康的な生活を営むうえで、スポーツやレクリエーションの果たす役割は増し

ています。また、時代の経過とともに市民ニーズも変化しており、子どもから大人まで

幅広い年齢層が楽しむことのできるレクリエーションや高齢者の健康への関心等が高ま

っています。そのような中で樹林地は林間レクリエーションの場、公園や緑道等は運動

やウォーキング、散策等の健康づくりの場、市民農園は農とのふれあいの場等として、

市民の生活にとって貴重な空間となっています。 

 

（３）  

公園・緑地、グラウンドなどのオープンスペースは、災害時の避難場所や救援・復旧

活動の拠点としての機能を有しています。また、市内に点在する農地の一部も、災害時

協力農地に登録されており、一時的な避難場所等としての役割を担っています。 

さらに、公園や道路沿いの樹木や河川などには、輻射熱や火の粉を遮断し延焼を遅ら

せる効果、急傾斜地の樹木には、崖崩れを防止する効果も期待されます。 

 

（４）  

狭山丘陵の山並みや水辺、公園、街路樹、住宅地の庭や生垣、駅前等の緑と水は、都

市にうるおいや安らぎを与えています。また、農地、社寺林、屋敷林、地域のシンボル

となっている大木等、生活との関わりの中で育まれてきた緑のつくる風景は、地域らし

さを表現している景観といえ、地域に残された自然や歴史を取り入れた個性ある都市景

観の形成に役立っています。 

 

 

  

第２ 緑と水の役割 
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第２ 緑と水の役割 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

都市環境を保全する機能 

防災に資する機能 都市景観を形成する機能 

緑の役割イメージ 

レクリエーションの場となる機能 
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第３ 緑と水の変遷 

１ 位置・地勢 

２ 土地利用の変遷 

３ 緑と水を取り巻く環境の変化 
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第３ 緑と水の変遷 

 

 

１ 位置・地勢 

東大和市は、都心から 35 ㎞圏にあって武蔵野の一角に位置し、東は東村山市、西は武蔵

村山市、南は立川・小平両市にそれぞれ接しており、北は狭山丘陵を挟んで埼玉県所沢市と

相対しています。市域は東西 5.3 ㎞、南北 4.3 ㎞で東西にやや長い形をしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東大和市の地形は、北部の狭山丘陵と南部の平坦な武蔵野台地によって構成され、コナラ、

クヌギ、アカマツなどの二次林を中心に広葉樹と針葉樹が群生しており、多くの生物が生息

しています。武蔵野台地は、段丘堆積物上を関東ローム層が覆う平坦地となっており、昔か

ら農地として利用され、今でも残されています。 

河川は前川、奈良橋川、空堀川があり、ともに荒川水系に属し、南部には野火止用水があ

ります。 
 

２ 土地利用の変遷 

（１） 農地と市街地の変遷 

ア 江戸時代以前 ～武蔵野の風景～ 

狭山丘陵に成立した村落は、主に湧水を利用した水田を生活の基盤としていました。ま

た、現在の市域の大部分を占める武蔵野台地は、未耕地の茅野原でした。人々はそこに生

える草を刈り取り、肥料や家畜の飼料、燃料にして生活をしていました。しかし、享保期

の新田開発で原野は消滅し、畑地が中心となりました。そこには燃料供給や防風林の意味

で、植林も積極的に行われ、これが武蔵野の雑木林の風景のもととなりました。 

 

イ 明治・大正時代 ～村山貯水池の建設～ 

農業中心のこの村に、明治 45 年に村山貯水池の建設が決定し、大正 13 年に完成しま

した。この事業に伴い、住民は移動を余儀なくされ、青梅街道・都道 128 号線（（通称）

志木街道）沿いの集落や武蔵野台地に移転しました。この建設で村の 4 分の 1 が減少し、

水田や畑作の作付も大きく減少しました。作物の内容は、穀物生産から養蚕中心へと変化

していきました。 

 

第３ 緑と水の変遷 

東大和市の位置 
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第３ 緑と水の変遷 

ウ 昭和初期 ～工業地域の発達と市街化進行～ 

昭和 13 年に東京瓦斯電気工業立川工場が玉川上水北部に建設され、7 年間で約 1 万人

の人口増をもたらし、南街と呼ばれる新しい街が形成されはじめました。以後、この地域

を中心に市街化が進行しました。また、昭和 25 年には西武鉄道上水線小川～玉川上水間

が開通しました。 

 

エ 昭和中期から現在にかけて ～住宅地の拡大～ 

都営高木団地や東京街道団地の建設が相次ぎ、南街地域の市街化の進行と青梅街道・都

道 128 号線（（通称）志木街道）沿いでも宅地化が進み、丘陵部にも宅地開発が見られる

ようになりました。その後も桜が丘団地の建設、工場跡地・民間企業施設跡地へのマンシ

ョン建設、多摩モノレールの全線（上北台～多摩センター）開通による沿線へのマンショ

ン建設などにより、住宅地の拡大が進行してきました。 

 

（２） 土地利用の推移 

土地利用の推移を昭和 60 年から現在にかけて比較すると、宅地面積が年々増加し、畑

と山林が減少しています。平成 28 年現在では、畑は 4.8％、宅地は 43.8％、山林は 3.7％、

雑種地は 0.8％、その他（貯水池・道路等）は、46.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

出典：統計東やまと（平成 28年版） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地目別土地利用の推移 
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第３ 緑と水の変遷 

３ 緑と水を取り巻く環境の変化 

第一次計画策定以降の東大和市の緑と水を取り巻く法制度や社会環境の変化は、以下の

とおりです。 
 

ア 緑に関係する諸制度の充実 
都市緑地法等の一部の改正により、官民連携によって都市における緑地の保全・活用

や緑化、さらには、都市公園等の整備や維持管理を一層推進するための規制緩和や取組

み支援等の制度の充実が図られています。 

法律名 都市緑地保全法等の一部を改正する法律 
策定主体 国土交通省 

改正年月 平成 16 年 2 月 

整合 
・ 

調整事項 

施
策 

・緑地を保全するための制度や緑化を促進するための制度、地域住民の
緑地管理への参加を容易にする制度の創設 

・民間施設等の上部空間での公園整備を可能にする制度、借地公園の整
備を推進する制度の改正 

法律名 都市緑地法等の一部を改正する法律 
策定主体 国土交通省 

改正年月 平成 29 年 6 月 

整合 
・ 

調整事項 

方
針 

・緑の基本計画に記載することが望ましい事項として、「都市公園の整備
及び管理の方針」、「生産緑地地区内の緑地の保全」の追加 

施
策 

・公園施設の整備や管理運営に民間の資金と知見を活用する制度の創設 
・保育所その他の社会福祉施設を占用施設として認める制度の改正 
・生産緑地地区の面積要件の引き下げ、生産緑地地区における建築規制

の緩和 
・土地所有者の協力の下、NPO 法人や企業等の民間主体が設置管理者と

して空き地等を公園的な空間に整備・公開する制度の改正 

法律名 都市農地の貸借の円滑化に関する法律 
策定主体 農林水産省 

改正年月 平成 30 年 9 月 

整合 
・ 

調整事項 

施
策 

・農地の相続税納税猶予の適用を受けている都市農地について、認定を
受けた事業計画に基づく貸付け、一定の市民農園の用に供するための
貸付けに対する税制の改正 

 
イ 地球温暖化・都市のヒートアイランド化の対策における緑への期待 

地球温暖化や都市のヒートアイランド化に対する自治体や住民等の取組みを推進す

るための基本方針及び実施すべき具体的施策が示され、都市における緑地への期待が高

まっています。 

計画名 ヒートアイランド対策大綱 
策定主体 環境省 

改正年月 平成 25 年 5 月 

整合 
・ 

調整事項 

方
針 

【ヒートアイランド対策の推進（目標）】 
・地表面被覆の改善 
・水と緑のネットワーク形成の推進 

施
策 

【ヒートアイランド対策の推進（具体的施策）】 
・民間・公共空間の緑化等の推進、水の活用による対策の推進、自然的

環境の保全・再生・創出、近郊緑地保全制度における新たな区域指定
等 

計画名 第三次東大和市地球温暖化対策実行計画 
策定主体 東大和市 

改正年月 平成 29 年３月 

整合 
・ 

調整事項 

施
策 

・屋上や壁面の緑化の実施 
・所管する樹木の剪定枝は堆肥等として活用 
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第３ 緑と水の変遷 

ウ 生物多様性の確保に対する意識の高まり 
国は都市部における生物多様性の確保の重要性を踏まえ、生物多様性の確保に配慮し

た緑の基本計画の策定を促進する指針を示す等、生物多様性の確保の意識が高まってい

ます。 

計画名 
生物多様性に配慮した緑の基本計画策定

の手引き 

策定主体 国土交通省 

改正年月 平成 30 年 4 月 

整合 

・ 

調整 

事項 

方
針 

・緑の基本計画における生物多様性への配慮 

施
策 

・基本理念、基本方針、全体の数値目標における生物多様性への言及 

・周辺の地方公共団体と協力したネットワークの構築の検討 

・分野横断的に生物多様性の保全や機能発揮ができる施策体系 

 

エ 防災まちづくりに対する意識の高まり 
東日本大震災をはじめとした大規模災害の発生により、防災意識が高まり、避難場所

や災害復旧拠点としての公園・緑地の役割が期待されています。 

計画名 東大和市地域防災計画 
策定主体 東大和市 

改正年月 平成 25 年 3 月修正 

整合 

・ 

調整 

事項 

施
策 

・公園等の整備 

・緑地・農地の保全 

・オープンスペースの把握と活用 

 

オ 観光まちづくりの気運の高まり 
「東大和市まち・ひと・しごと創生総合戦略（平成 27 年）」では、地域資源の発掘

や活用により交流人口の増加を目指しているほか、「東大和市都市マスタープラン（改

定）（平成 27 年）」では、東大和市の緑と水の環境を「市民及び来訪者の観光・レクリ

エーションの場としても積極的に活用する」方向性を示しており、観光まちづくりへの

期待が高まっています。 

計画名 東大和市都市マスタープラン（改定） 
策定主体 東大和市 

改正年月 平成 27 年 3 月 

整合 

・ 

調整 

事項 

施
策 

【緑と水の都市づくり】 

・多摩湖一帯を含め観光・レクリエーションの場として活用されるよう

整備・充実を検討する 

・市民農園・観光農園等に活用できるよう検討を進める 

計画名 東大和市まち・ひと・しごと創生総合戦略 
策定主体 東大和市 

改正年月 平成 27 年 10 月 

整合 

・ 

調整 

事項 

方
針 

【地域資源の発掘・活用】 

・市の魅力再発見と地域資源の発掘促進、観光資源の活用 

【観光情報発信事業】 

・市民、観光客に向けた観光資源や特産品等に関する情報発信 

施
策 

【観光情報発信事業】 

・観光マップによる情報発信 

・ウォーキングマップによる情報発信 
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第３ 緑と水の変遷 

カ 人口減少社会への対応 

「東大和市人口ビジョン（平成 27 年）」では、平成 37（2025）年から市の人口が

減少局面に入ると推計しており、人口減少社会に対応した環境づくり等が必要となって

います。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：東大和市人口ビジョン（平成 27年） 

 

キ 公共施設の維持管理費の増大 

公共施設の維持管理費の増大等を踏まえ、公共施設等の中長期的な視点に基づいた老

朽化対策の実施と維持更新に係る財政負担の平準化、公共施設等の最適化を実現するた

め、東大和市では「公共施設等総合管理計画（平成 29 年）」や「公園施設長寿命化計

画（平成 26 年）」を策定しており、厳しい財政運営の中での効率的・効果的な取組み

が必要となっています。 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

出典：東大和市公共施設等総合管理計画（平成 29年） 

 

（１） 緑と水を取り巻く環境の変化（まとめ） 

・人口減少や公共施設の維持管理費の増大などへの対応が求められている中で、都市

緑地法等の改正など緑に関係する諸制度の充実では、官民連携の促進の方向性が示

されており、市民・企業・行政の協働の重要性が一層高まっています。 

・緑と水に求められる役割として、地球温暖化やヒートアイランド化の緩和、生物多

様性の確保など環境保全への要請が高まっているほか、防災まちづくりや観光まち

づくりへの貢献も求められています。 

 

人口の将来展望 

都市公園の整備状況（開設年の推移） 
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第４ 緑と水の現況と課題 

１ 緑と水の現況 

２ 緑と水の課題 
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第４ 緑と水の現況と課題 

 

 

１ 緑と水の現況 

緑と水には、都市公園法などに基づき、区域を定めている「（１）公園緑地等の都市施設と

する緑地」、生産緑地地区や風致地区、河川区域などのように地区を指定して保全を図る「（２）

制度上安定した緑地」、社寺境内地や企業グラウンドなどの永続性が期待できる「（３）社会通

念上安定した緑地」、そのほか、多摩湖や野火止用水等の水環境、道路の街路樹、保存樹木や

保存生垣等の民有地の緑等、様々な緑と水があります。平成 29 年現在の緑と水の現況は以下

のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 公園緑地等の都市施設とする緑地 

ア 公 園  
 都市公園は増加していますが、都市計画決定されたものの未整備の公園もあります。 

公園は、市民の利用範囲を考慮し、また利用目的に応じて、種類毎に分類されていま

す。（p.18「公園の種別及び誘致距離図」参照） 

平成 29 年現在、都市計画決定されている公園数は、街区公園が 16 箇所、近隣公園

が 4 箇所ありますが、この中には都市計画決定されたものの未整備の公園が含まれてい

ます。特に近隣公園は、新海道公園の区域の一部が暫定的に供用又は、開発事業の提供

公園として供用されているのみで、区域の一部が宅地化されている公園もあります。そ

のほか、総合公園 1 箇所（上仲原公園）と運動公園 1 箇所（都立東大和南公園）があ

ります。地区公園については、都市計画決定されているものはありません。また、街区

公園と同等の公園として条例で設置している都市公園が 100 箇所（緑道含む）、こども

広場が 18 箇所あります。 

  

第４ 緑と水の現況と課題 

■緑地の区分 

 

 

（１）公園緑地等の都市施設とする緑地 

〇都市計画法等で区域を定めた公園緑地等の 

 都市施設等、土地の永続性が担保された緑地 

 

（２）制度上安定した緑地 

○公共空地は団地内の広場やゲートボール場等の 

公共のオープンスペースであり、緑地としての 

永続性が一定程度担保されている緑地 

○生産緑地地区、風致地区、自然公園等の地区 

 を指定して保全を図る緑地で、区域内での 

 土地利用や樹木の伐採等に制限があるため、 

 緑地としての永続性が一定程度担保されて 

 いる緑地 

 

（３）社会通念上安定した緑地 

〇寺社境内地や企業グラウンドなどの社会通念 

 に照らして一定の永続性が期待できる緑地 

緑
地
の
永
続
性 

高い 

上仲原公園 

生産緑地 

雲性寺 
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※都市公園は、都市計画公園以外の公園であり、条例で設置しているものです。 

※都市計画公園・緑地は、都市計画決定されている箇所数・面積を記載しているため、供用箇所数・面積と異なります。 

※上記のほか、各施設の区域に重複があるため箇所数・面積を合計しても、供用箇所数・面積とは異なります。 

第４ 緑と水の現況と課題 

イ 緑 地 
 都市計画緑地は維持の状態にあります。 

狭山緑地、東大和緑地、東大和狭山緑地、東大和芋窪緑地の４箇所が都市計画決定さ

れています。第一次計画では、狭山緑地（330.2ha）を「広域公園」に位置づけてい

ます。 

■公園緑地等の都市施設と緑地の変化 

種類 種別 平成 10 年 平成 29 年 

都
市
計
画
公
園
・
緑
地 

公 
 

園 

住
区
基
幹 

公 
 

園 

街区公園 13 箇所 （3.42ha） 16 箇所 （4.08ha） 

近隣公園 4 箇所 （7.90ha） 4 箇所 （7.90ha） 

地区公園 0 箇所 （0.00ha） 0 箇所 （0.00ha） 

都
市 

基
幹 

公
園 

総合公園 1 箇所 （4.30ha） 1 箇所 （4.30ha） 

運動公園 1 箇所 （9.00ha） 1 箇所 （9.87ha） 

広域公園 1 箇所 （330.20ha） 1 箇所 （330.20ha） 

都市計画緑地 3 箇所 （49.80ha） 3 箇所 （51.00ha） 

条 例 で 
設置している 
公 園 ・ 広 場 

都市公園※ 67 箇所 （66.66ha） 100 箇所 （69.16ha） 

こども広場 21 箇所 （2.41ha） 18 箇所 （2.36ha） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
公園緑地等の都市施設とする緑地現況図（平成 29年） 
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■公園の種別及び誘致距離図 

都市計画緑地（東大和狭山緑地） こども広場（下立野林間こども広場） 街区公園（二ツ池公園） 

第４ 緑と水の現況と課題 

 

 

種類 種別 公園の内容 東大和の公園（例） 

住
区
基
幹
公
園 

街区公園 

主として街区内に居住する者の利用に供
することを目的とする公園 
（参考値：誘致距離 250ｍ） 

二ツ池公園 

近隣公園 

主として近隣に居住する者の利用に供す
ることを目的とする公園 
（参考値：誘致距離 500ｍ） 

新海道公園 

地区公園 

主として徒歩圏内に住居する者の利用に
供することを目的とする公園 
（参考値：誘致距離 1,000ｍ） 

なし 

都
市
基
幹
公
園 

総合公園 

都市住民の休息、散歩等総合的な利用に供
することを目的とする公園 
（市域に１箇所以上） 

上仲原公園 

運動公園 

都市住民の主として運動に供することを
目的とする公園 
（市域に１箇所以上） 

東大和南公園 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 住区基幹公園の誘致距離図（平成 29年） 

公園の種別 
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第４ 緑と水の現況と課題 

（２） 制度上安定した緑地 

ア 公共空地 
 公共空地は大規模団地の建て替えにより、面積が増加しています。 

公共空地として、団地内等の公園・緑地、桜が丘市民広場、ゲートボール場、歩行者専

用道路等があります。平成 29 年現在では総面積 10.80ha となっています。 
 

イ 生産緑地地区 
 生産緑地地区は宅地等への転用により、箇所数・面積ともに大きく減少しています。 

農林業と調和した良好な都市環境を確保することを目的として、市街化区域内の農地

が都市計画法に基づき生産緑地地区に指定されています。平成 29 年現在では 44.63ha

となっています。 
 

ウ 風致地区 
 風致地区の指定は維持の状態にあります。 

都市における自然的景観や風致を維持することを目的として、風致地区が都市計画法

により指定されています。現在、廻田風致地区が湖畔地区を中心に指定されており、区

域内の木竹の伐採や土地の形状変更、建築物の建蔽率や高さ等が規制されています。 
 

エ 自然公園 
 自然公園の指定は維持の状態にあります。 

すぐれた自然の風景地を保護するとともに、野外レクリエーション、自然学習等の場

として活用することを目的に、近隣の瑞穂町、武蔵村山市及び東村山市にまたがる狭山

丘陵が都立狭山自然公園に指定されています。 
 

オ 近郊緑地保全区域 
 近郊緑地保全区域の指定区域の変化はありませんが、一部宅地化によって緑地が減少

しています。 

大都市周辺の緑地を保全し、良好な生活環境を確保するとともに無秩序な市街化を防

止することを目的として、狭山丘陵を取り込んだ区域 341.1ha が首都圏近郊緑地保全

法により狭山近郊緑地保全区域に指定されています。 
 

カ 市街化調整区域農地 
 市街化調整区域農地の指定は維持の状態にあります。 

市街化調整区域内にある農地を転用するためには、農地法の規定により、許可を受け

る必要があります。市内には 0.79ha の農地が市街化調整区域に存在します。 
 

キ 河川区域 
 河川区域は維持の状態にあります。 

東大和市内には、空堀川、奈良橋川及び前川の３河川が流れています。また、昭和 46

年に立川都市計画河川第２号空堀川が都市計画決定され、現在も東京都が河川の改修整

備を進めています。 

  

公共空地（桜が丘市民広場） 風致地区（湖畔三丁目） 河川区域（空堀川） 
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第４ 緑と水の現況と課題 

ク 条例等に指定されている緑地 

・保存樹林 

 保存樹林の指定数は僅かに減少しています。 

市内に残された 1,000 ㎡以上の一団の樹林地を、貴重な緑として保全することを

目的として、東大和市みどりの保護・育成に関する条例により３箇所（0.76ha）を

指定しています。 

 

・市民農園 

 市民農園は僅かに減少しています。 

市民が土に親しみ、農業に対する理解と健康的でゆとりのある生活を実現するこ

とを目的として、東大和市市民農園条例により東大和ファーマーズセンターを含む

４箇所の市民農園を設置しています。 

 

・その他 

 野火止用水歴史環境保全地域は維持の状態にあります。 

野火止用水周辺は、東京都の条例により、野火止用水歴史環境保全地域に指定され

ています。立川市・東大和市・小平市・東村山市・東久留米市・清瀬市にまたがり、

総延長 9.6km、総面積 19.71ha の区域で、そのうちの 1.88ha が東大和市内に位

置しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 社会通念上安定した緑地 
 大学や企業のグラウンドが別の用途に利用されたことなどによって、減少しています。 

社会通念上永続性が期待できる緑地として、自主管理公園、トトロの森、社寺境内地、

墓地、大学や企業のグラウンド等があります。平成 29 年現在では総面積 18.29ha とな

っています。 

  

条例等に指定されている緑地 

（野火止用水歴史環境保全地域） 

社会通念上安定した緑地 

（警視庁総合訓練施設） 

社会通念上安定した緑地 

（自主管理公園） 
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第４ 緑と水の現況と課題 

■制度上安定した緑地及び社会通念上安定した緑地の変化 

 平成 10 年 平成 29 年 

制
度
上
安
定
し
た
緑
地 

公共空地 15 箇所 （9.67ha） 15 箇所 （10.80ha） 

生産緑地地区 226 箇所 （59.27ha） 200 箇所 （44.63ha） 

風致地区 2 箇所 （47.00ha） 2 箇所 （47.00ha） 

自然公園 1 箇所 （444.60ha） 1 箇所 （444.60ha） 

近郊緑地保全区域 1 箇所 （341.10ha） 1 箇所 （341.10ha） 

市街化調整区域農地 1 箇所 （0.79ha） 1 箇所 （0.79ha） 

河川区域 3 箇所 （15.65ha） 3 箇所 （15.65ha） 

条例等に指定されている 

緑地 
12 箇所 （4.76ha） 10 箇所 （3.22ha） 

社会通念上安定した緑地 10 箇所 （26.53ha） 12 箇所 （18.29ha） 

 

 

 

 

 

  

※「制度上安定した緑地」は、区域に一部重複があります。 

制度上安定した緑地及び社会通念上安定した緑地現況図（平成 29年） 
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第４ 緑と水の現況と課題 

（４） 緑の確保目標量に対する確保状況 

第一次計画で設定した公園・緑地等の確保目標量に対する平成 29 年現在の確保量は以

下のとおりです。 

ア 公園緑地等の都市施設とする緑地※の確保目標量 
※都市計画公園、都市計画緑地、都市公園、条例等の公園の緑地の確保目標量  

 

 

 

 
 
 

イ 緑地の確保目標量※ 
※公園緑地等の都市施設とする緑地、制度上安定した緑地、社会通念上安定した緑地の確保目標量 

 

 

 

 

 

（５） みどり率及びみどり域 

みどり率とは、公園、街路樹、樹林地、草地、農地、住宅地の緑、河川、水路等の面積

が東大和市全体の面積に占める割合を示します。また、みどり域はそれら緑で覆われた区

域の面積を示します。平成 25 年の東大和市のみどり率及びみどり域は以下のとおりです。 

ア みどり率の変化 

 

 

 

 

 

 

イ みどり域の構成 

みどり域のうち、最も高

い割合を占めているのが樹

林となっています。平成

15 年から平成 25 年まで

の 10 年間において、樹林

や水面等は大きな変化はな

く、公園・緑地が僅かに増

加しています。原野・草地

及び農用地は減少傾向にあ

ります。 

 

 

平成 15 年 

市全体のみどり率 

50.4％ 
(総面積 1,353ha※のうち 682.5ha) 

平成 25 年 

市全体のみどり率 

46.0％ 
(総面積 1,353ha※のうち 623.2ha) 

※市域総面積は GISデータによるもので公称値とは異なります。 
資料：みどり率は、東京都みどり率データを基に市独自集計を行った 

 

みどり域の構成別面積と推移 

資料：みどり域の構成は、東京都みどり率データを基に市独自集計を行った 

平成 10 年 

住民一人当たりの面積 

14.86 ㎡/人 
(人口約 77 千人) 

平成 30 年（目標年次） 

住民一人当たりの面積 

18.75 ㎡/人 
(人口約 81 千人) 

平成 29 年 

住民一人当たりの面積 

17.31 ㎡/人 
(人口約 85 千人) 

平成 10 年 

528.40ha 
(都市計画区域面積

1,354ha) 

平成 30 年（目標年次） 

534.32ha 
(都市計画区域面積

1,354ha) 

平成 29 年 

507.85ha 
(都市計画区域面積

1,354ha) 

※
未
達
成 

未
達
成 

※人口が計画策定時に予想された約 81千人の場合でも 17.98㎡/人で未達成 
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第４ 緑と水の現況と課題 

ウ 地域別のみどり率の変化 

地域別のみどり率は、市域北側の多摩湖、芋窪・蔵敷、奈良橋・湖畔・高木で高く、南

東側の市街地に向かって低くなっています。平成 15 年から平成 25 年までの 10 年間に

おいて、全ての地域でみどり率が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

平成 15 年 

資料：地域別のみどり率は、東京都みどり率データを基に市独自集計を行った 

平成 25 年 

みどり域図（平成 25年） 

資料：みどり率は、東京都みどり率データを基に市独自集計を行った 
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第４ 緑と水の現況と課題 

（６） 緑と水の資源 

ア 水資源 

東大和市には、市を代表する資源である多摩湖、市街地を横断する空堀川、奈良橋川、

前川などの河川や野火止用水などの水辺環境があるほか、前川の源流部にあたる二ツ池公

園や湧水を活用した湖畔ビオトープなど多様な水資源に恵まれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多摩湖 

空堀川 

奈良橋川 

前川 

湖畔ビオトープ 

二ツ池公園 

野火止用水 

湖畔ビオトープ 野火止用水 前川 

空堀川 多摩湖 奈良橋川 
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第４ 緑と水の現況と課題 

イ 街路樹・道路愛称 

市内の幹線道路等には様々な樹種の街路樹が植えられており、街並みに季節感や潤いを

もたらしています。 

また、市内には市民公募により愛称が付けられた道路が 14 路線ありますが、その中に

は街路樹の樹種名を冠した路線があり、市民に親しまれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 保存樹木・保存生垣 

東大和市みどりの保護・育成に関する条例に基づき、

良好な自然環境の形成に寄与する大系木や生垣を「保

存樹木」や「保存生垣」に指定しています。 

市では維持管理に要する経費の一部を負担するな

ど、指定の奨励に努めることとしています。なお、平

成 12 年から補助金は凍結しています。 

湖畔通り（樹種：サクラ） やまもも通り（樹種：ヤマモモ） ハミングロード（樹種：ハナミズキ） 

市内の主な街路樹と道路愛称 

保存生垣(狭山四丁目) 

※多摩湖通りは、緑に面した箇所 
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第４ 緑と水の現況と課題 

エ 農地（農業体験農園） 

法律に基づいて指定される生産緑地地区や条例に基づ

いて設置する市民農園の他、市内には交流の場となる「学

校農園」や「農業体験農園」があります。ただし、平成

29 年度現在は「学校農園」の実施校はありません。 

 

オ 緑と水をつなぐネットワーク（自転車・歩行者道） 

広域的な自転車・歩行者道として、「多

摩湖自転車歩行者道」や「武蔵野の路（多

摩湖コース）」が多摩湖周辺に整備されて

います。 

また、東大和市のウォーキングマップに

も多摩湖や野火止用水等の緑と水がコー

スとして位置づけられています。 

 

カ 東大和の良好な景観形成に寄与する緑と水（東やまと 20 景） 

残しておきたい景観として市民が選定した「東やまと 20 景」には、市役所と市民広場

や多くの公園、多摩湖や社寺境内地等が選ばれ、緑と水の多い景観になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

（７） 緑と水に関わる活動 

ア 市民協働の取組み 

市民と行政の協働の取組みとして「緑のボランティア」

制度があり、駅前ロータリー、公園、道路等の美化活動を

行っています。また、狭山緑地の雑木林を守り育てる「狭

山緑地雑木林の会」や、空堀川のクリーンアップや水質調

査等を実施している「空堀川を考える会」等といった環境

団体による活動も行われています。 

東大和市郷土博物館では、「オオムラサキ増やし隊」に

よって、国の国蝶であり、準絶滅危惧種に指定されている

オオムラサキを増やす取組み等が行われています。 

 

イ 環境市民の集い 

毎年５月の第２土曜日から６月 11 日までを「環境月間」と定め、環境団体や関係行政

機関等と連携して、「環境市民の集い」を開催し、多くの市民に環境問題の重要性を啓発

しています。 

武蔵野の路 

「緑のボランティア」活動風景 

農業体験農園(蔵敷二丁目) 

円乗院 市役所と市民広場 都立東大和公園 

多摩湖自転車歩行者道 

「空堀川の清掃」活動風景 
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第４ 緑と水の現況と課題 

（８） 緑と水の現況（まとめ） 

【緑と水について】 

・東大和市の緑の現況は、都市公園・都市緑地は増加しています。ただし、都市計画

決定したものの未整備の公園があり、既に公園区域の一部が宅地化されています。

また、条例等によって民有地に設置しているこども広場は、僅かに減少しています。 

・生産緑地地区は大きく減少しています。また、保存樹林や市民農園も僅かに減少し

ています。風致地区、自然公園、近郊緑地保全区域、河川区域、野火止用水歴史環

境保全地域は指定区域の変更はありませんが、近郊緑地保全区域については、指定

区域の一部の緑地が宅地化されています。 

・原野・草地は企業や大学等のグラウンドが宅地化されたことなどによって減少して

います。 

・「水環境」としては、市を代表する資源である多摩湖、整備の進む空堀川など市街地

を横断する河川や野火止用水などの水辺環境のほか、前川源流部の二ツ池公園や湧

水を活用したビオトープなど多様な水資源に恵まれています。 

・道路の街路樹が整備され、市街地にうるおいのある都市景観を創出しています。ま

た、「多摩湖自転車歩行者道」や「武蔵野の路」、「東やまと 20 景」等といった緑と

水の資源に恵まれています。 

・市域全体の緑と水は、市北部の狭山丘陵及び多摩湖一帯に多く分布している状況に

ありますが、河川や道路等によるネットワークが徐々に構築されつつあります。 

・現在、条例等による保存樹木・保存生垣の指定の推奨をしていますが、補助金を凍

結しており、今後、財政状況を踏まえた指定の維持・推進策の検討が必要となりま

す。 

・そのほかに、緑と水を守り、育む取組みとして、市民と協働した美化活動や環境団

体による緑と水の保全活動が行われています。 

 

【緑の確保目標量について】 

・住民一人あたりの公園緑地等の都市施設の緑地面積は、平成 10 年の 14.86 ㎡/人

から、平成 29 年現在 17.31 ㎡/人で、2.45 ㎡/人で増加していますが、平成 30

年の目標量には達していません。 

・東大和市内全体の緑地面積は、平成 10 年の 528.40ha から、平成 29 年現在

507.85ha で、20.55ha 減少しており、平成 30 年の目標量には達していません。 

・緑地の主な減少要因は、制度上安定した緑地である生産緑地地区等（農地）と、社

会通念上安定した緑地である企業や大学等のグラウンド（原野・草地）の減少が影

響しています。 
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樹林地の
保全につ
いて 

狭山丘陵
の保全と
活用につ
いて 

水辺等の
保全・活
用につい
て 

農地の保
全と活用
について 

緑のリサ
イクルに
ついて 

公園・緑
地等の整
備につい
て 

公共施設
の緑化に
ついて 

民有地の
緑化につ
いて 

緑化重点
地区につ
いて 

市民・企
業・行政
の協働に
ついて 

第４ 緑と水の現況と課題 

２ 緑と水の課題 
東大和市の「緑と水の現況」、「市の施策取組み状況」、「緑と水に関する市民ニーズ等から

みた緑と水の課題」を抽出し、第一次計画の基本方針別に整理します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・樹林や樹木の保全等に 
関する支援制度の浸透 

・外来種対策の検討 
 

・生物多様性への配慮及び 
地球温暖化の緩和に寄与 
する緑と水の保全 

・樹林・樹木の保全・活用に向けた 
補助金（凍結中）の復活やそれに 
代わる支援策の整備 市 

現況 市民 

 
・引き継がれて 

きた狭山丘陵の 
緑と水の継承 

現況 
・狭山丘陵における各種法規制の維持 
・効果を踏まえた保全制度活用の検討 
・利活用施設の整備の重点化（絞り込み） 
・市民協働の普及・啓発の一層の推進 

市 
・狭山丘陵及び多摩湖の保全や 

質の向上、資源としての活用 
・観光まちづくりに寄与する 

緑と水の保全と活用 

市民 

・恵まれた水 
資源の保全 
及び整備 

・都と連携した河川環境整備 
・水辺環境の質の向上、河川の利用環境の向上 
・緑や水を感じられる空間の創出 
・ホタルの生息環境や取組みの継続性等の検討 

・利活用のための 
水辺環境の整備 

（親水河川化等） 

市 市民 現況 

・市民農園等の整備促進 
・まちなかの農地の効果的な活用 

・減少傾向にある 
農地の保全・活用 

・災害時協力農地の登録推進 
・生産緑地地区の活用や市民農園の 

整備 

現況 市民 

・ニーズを踏まえた緑のリサイクルの一層の 
推進 

・樹林地の活用と保全の循環形成 
・生物多様性や資源循環の確保 

市

 

・多様な緑の適正な配置 
・施策の適切な評価や施策の実現性等 

を考慮した緑の確保目標量の設定 
・市北部の緑と水とのネットワークの構築 

・特色ある公園整備（再整備）の着実な推進 
・官民連携による公園や空き地の効果的な活用 
・公園の施設・植栽の適正な維持管理 

・官民問わず様々な緑の適正な配置 
・特色のある公園の着実な整備 
・緑と水によるネットワークの将来像の設定 

と取組み 

・適正な緑地の配置、多様な緑と水の確保 
・既存のサクラ等の花木や河川、用水も含めた

緑と水のネットワークの形成 

現況 市 

市民 

・財政状況や市民ニーズを 
踏まえた公共空間の緑化 
及び維持管理の推進 

・日常生活にうるおいや安らぎを提 
供する緑の創出と水辺空間の整備 

・街路樹の適正な維持管理 

・東大和の原風景を形成
する緑と水の保全 

 

市 市民 

・民有地の緑の保全・活用 
に向けた補助金の復活や 
支援策の整備 

・地区計画制度や街づくり条例等による 
緑と花の緑化推進、補助金の復活、 
あるいはそれに代わる支援策の整備 

・商店街や駐車場 
の緑化推進 

市民 現況 市

 

・今後の施策展開（制度活用等）を見据えた 
新たな緑化重点地区の設定 

・特定の地区を定める緑化重点地区の 
見直し 

市 市民 

・緑と水に関わる協働の取組みの一層の推進 
・緑と水に関わるボランティア組織の育成・支援 
・「環境緑化基金」の活用による自然環境の保護 

と市街地の緑化推進 
・緑と水に関するイベント等の継続的な開催 

市

 

市民 

・若い世代や子育て世代 
を中心とした観察会・ 
講習会等の参加機会の 
拡充・情報発信 

・活動団体のネット 
ワーク形成 

・周辺自治体との 
広域的な連携 

市民 
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第４ 緑と水の現況と課題 

 

 

条例で樹林地の保全等に対する支援制度を設けていますが、現在、補助金を凍結しており、今後、財政状況
を踏まえた指定の維持・推進策の検討が求められます。また、支援制度に対する市民の認知度も低いことから、
支援策の見直しや PR 等が求められています。 

狭山丘陵の緑は、各種法規制によって保全され、緑の量・質ともに市民の満足度は高く、市民協働による管
理や環境教育活動等も進んでいます。しかし、野鳥観察施設や野草園等の整備が進んでいません。 

狭山丘陵の緑の管理や資源の活用が重要であると考える市民が多く、さらなる取組みが求められています。 

空堀川や奈良橋川の河川整備が進められています。また、湧水は生物の生息地として、保全や活用が行われ
ており、量・質ともに市民の満足度が高くなっています。水辺の整備、水質浄化、市民の認知度も高く、重要
度も高いことから、さらなる取組みが求められています。また、ホタルの回復等の取組みについては、生息環
境の適切性等の検討も含めた取組みが求められています。 

農地の減少傾向は続いており、農地や市民農園等が不足していると感じる市民が多くいます。一方で、農産
物直売所や農家レストランのあるまちなかの農地など、農地の活用を通じた保全も市民から求められていま
す。 

剪定枝のチップ化や落ち葉の堆肥化等による緑のリサイクルは進んでいます。また、生物多様性や地球温暖
化の緩和に寄与する雑木林の維持管理を通じた緑のリサイクル等も求められています。 

（公園・緑地の整備）公園は、市民ニーズに合わせた整備の取組みが進んでいます。しかし、都市公園・緑地
の体系的な配置は進んでおらず、都市計画決定した公園でも未整備の公園があります。 
また、市民一人あたりの公園・緑地等の確保目標量は未達成の状況であり、指標や目標量の見直しが必要で 
す。特色ある公園整備や公園の再整備、公園・緑地等の面積確保や適正配置は重要であると考える市民が多 
いほか、公園・緑地等の整備における空き地の活用、官民連携によるカフェ・レストランの導入なども市民 
から求められています。 

（緑と水のネットワークの形成）道路整備のほかに河川整備が着実に進められており、公園・緑地等をつない
で利用を促進する取組みを重要と考える市民が多く、既存のサクラ等の花木を活かしたネットワークの形成
や市北部の緑と水の拠点につながるような河川や用水も含めたネットワークの形成が求められています。 

公共施設の緑化は着実に進んでいますが、季節感の演出や特色ある緑化は進んでいません。やまもも通りや
ハミングロード等で特色ある街路樹の整備を進めていますが、街路樹や公園施設の適正な維持管理を求める意
見もあります。緑と水には、生活にうるおいや安らぎを与える場としての役割を求める市民が多く、緑と水を
感じられる空間が求められています。また、子どもたちに残したい原風景の形成・継承に寄与する役割も求め
られています。 

民有地の緑化は、地区計画制度や街づくり条例等によって進めています。しかし、商店街や駐車場の緑が、
量・質ともに不足・不満と感じている市民が多いことから、民有地の緑と花による緑化支援策の見直しが求め
られています。 

特定の地区を定めて緑地の整備等を重点的に推進する取組みの重要度は低いと考える市民が多い一方で、都
市緑地法改正により導入された「市民緑地認定制度」の活用には、緑化重点地区等の指定が前提条件になって
います。 

（協働の推進）市民との協働による樹林地や河川の維持・保全、公園や道路、駅前広場等での緑化が進められ
ています。一方で、多くの市民はボランティアに参加しておらず、新たなボランティアの育成が進んでいま
せん。しかし、機会があれば参加したいと考えている市民が一定程度いることから、緑と水に関わる協働の
取組みの推進とボランティア組織の育成・支援が求められています。 

（緑の取組みの市民への浸透）緑の基本計画をはじめ、市の緑と水の取組みに対する市民の認知度が非常に低
い状況にあります。協働を進めるためにも「環境市民の集い」等のイベントの開催や市のホームページなど
を活用する等、市の緑と水の取組みに関する積極的な情報発信が求められています。 

…施策の取組み状況からみた課題 

 

市 …現況からみた課題 

…市民ニーズからみた課題（市民アンケート、改定懇談会、地域別懇談会） 
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第４ 緑と水の現況と課題 

前頁の「緑と水の課題」と「緑と水の取り巻く環境の変化」から、今後の取組み課題を以

下のとおり整理し、「改定における視点」を抽出します。 

 

  

「緑」に加えて「水」の視点強化／「官民連携」による「多様な緑」の創出 
①「東大和市特色ある公園整備基本方針」に基づく特色ある公園整備の着実な推進

が必要です。また、併せて市民ニーズを踏まえた再整備や運営管理が必要です。 

②新規整備の難しい都市計画公園・緑地だけでなく、官民連携により、民有地も含

めた多様な緑の創出が必要です。 

③実現性等を考慮した緑の確保目標量やその他指標の設定が必要です。 

④市北部の緑と水の拠点につながっていくような河川や用水も含めた「緑と水のネ

ットワーク」の将来像の設定と実現に向けた取組みが必要です。 

⑤多様な緑を把握し、防災まちづくり等に活用する必要があります。 

「保全」に加えて「活用」の視点強化／「生物多様性」や「地球温暖化の緩和」への寄与 
①狭山丘陵や多摩湖を、市を代表する資源として観光まちづくりなどへの活用に努

める必要があります。 

②国・都・市の定める法規制を維持し、新たな保全制度等の活用について、効果を

踏まえた検討が必要です。 

③進んでいない施設整備の重点化（絞り込み）による着実な整備が必要です。また、

市民参加による樹林管理が進んでおり、自然環境調査等を含めた一層の推進が必

要です。 

④水辺の整備、水質浄化、ホタルの回復等の水辺環境の保全・活用のさらなる取組

みが必要です。 

⑤市街地の貴重な緑地として、まちなかの農地の効果的な活用（農産物直売所、農

家レストラン等）が必要です。 

⑥財政状況を踏まえ、樹林地の保全に向けた支援策の検討が必要です。 

⑦生物多様性の確保、地球温暖化の緩和等に寄与する樹林地の保全・活用や資源循

環が必要です。 
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「緑」に加えて「花」の視点強化／「緑化支援策」の整備／「原風景」の保全・継承 
①財政状況や市民ニーズを踏まえた公共施設の緑化が必要です。 

②街路樹や公園の植栽、遊具などの公園施設の適正な維持管理が必要です。 

③商店街や駐車場等の民有地の緑や花による緑化を促すような支援方策等の検討が

必要です。 

④日常生活においてうるおいや安らぎを提供する緑の創出と水辺空間の整備が必要

です。 

⑤子どもたちに残したい原風景を形成する緑と水の保全・継承が必要です。 

⑥特定の地区を定める緑化重点地区指定の見直しが必要です。 

「協働」の深化／「情報発信・PR」の強化 
①緑と水に関わる協働の取組みの一層の推進が必要です。 

②「緑のボランティア」を中心とした緑と水に関わるボランティア組織の育成・支

援が必要です。 

③ボランティア活動等に関する情報発信の強化や活動組織のネットワーク形成が必

要です。 

④緑と水の取組みなどに関する情報発信・ＰＲの強化や普及・啓発に関わるイベン

ト等の継続的な開催が必要です。 
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①緑と水の資源を保全するとともに、交流人口※の増加に寄与する

よう積極的に活用を図る計画とします。 

 

②農地を市街地の貴重な緑として積極的に保全・活用を図る計画

とします。 

 

③樹林地の保全・活用による生物多様性の確保や資源循環による

地球温暖化緩和に資する計画とします。 

 

④公園・緑地だけでなく、多様な緑の創出と水辺空間の整備を図る

計画とします。 

 

⑤河川や用水も含めた緑と水のネットワークの形成を図る計画とし

ます。 

 

⑥緑や花による緑化の推進を図る計画とします。 

 

⑦緑と水に関する広範な取組みにおいて、市民・市民団体・企業等

との協働を深める計画とします。 

第４ 緑と水の現況と課題 

 

 

  

改定における視点 

※交流人口とは、市外から市内に何かしらの目的で訪れる人口（観光客や短期滞在者）のことで、 

「定住人口」に対する概念 
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